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要   旨：    

43種類の食品でN-アシル- ホスファチジルエタノールアミン（NAPEs）、N-

アシルエタノールアミン（NAEs）およびエンドカンナビノイド（ECs）の含量を

評価し、そして地中海、菜食主義および西洋の食事の摂取に基づいて 1日の摂取

をシミュレーションした。 

NAPEsおよびNAEsは、植物性食品で動物性食品よりも豊富であった；

NAPEsは 0－4032対 4－398μg/g乾燥重量の範囲、そしてNAEsは 0－35対

0.1－0.7μg/g乾燥重量の範囲であり、なおECsは 0－0.1対 0－34μg/g乾燥重

量の範囲であった。 

NAPEsおよびNAEsの1日の摂取は地中海食事(263および0.25mg/日)および

菜食主義食事(242および 0.28mg/日)由来が、西洋の食事(163および 0.08mg/日)

よりも 高かった。 

逆に、ECsの摂取は西洋および地中海の食事(0.17 mg/日)由来が菜食主義食事

(0.01 mg/日)よりも高かった。 

将来の研究が、食事性のNAPEs、NAEsおよびECsのヒトにおける生理的な

役割を評価するであろう。 
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